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令和３年３月31日

沖縄県土木建築部

県においては、建設業２９業種のうち、特に発注件数や発注金額が大きい特

定の５業種（土木、建築、電気、管、ほ装）について、建設業者の施工能力に

応じた発注を行うため、２年ごと（定期）に等級格付を行っています。

等級格付は、全国統一基準である経営事項審査の評点（客観点）に、県独自

の評価項目を点数化した県独自評点（主観点）を加えた総合評点の順位を基本

として行っています。

なお、県内業者のうち格付５業種以外の業者及び県外業者については登録の

みで、等級格付は行っておりません。

前回（平成３１・３２年度）の入札参加申請では、建設業法に基づく県内許

可業者４，８０９業者（平成３１年３月末現在）のうち、２，０７２業者

（４３．１％）が入札参加の登録を行っています。

今回、令和３・４年度の入札参加申請においては、同許可業者

４，９９３業者（令和３年２月末現在）のうち、２，０２８業者（４０．６％）

となっており、前回よりも４４業者（２．５％）の減となっています。

令和３・４年度の建設業者の等級格付については、不良不適格業者を排除し、

優良な業者による入札競争を促進するため、業者の経営力や施工能力等の技術

力を重視した県独自の評価項目を設定しています。

●県独自評点の評価項目

①工事成績、②技術者数、③雇用の規模、④新卒者雇用及び若年者雇用

⑤障害者雇用、⑥表彰、⑦建設業退職金共済制度履行状況、

⑧ISO等の認証取得、⑨建設業法違反等、⑩社会貢献等、

⑪不当要求防止責任者の配置、⑫協力雇用主の登録



令和３・４年度 建設業者等級格付について

「令和３・４年度 建設工事入札参加資格審査及び等級格付基準」を踏ま

え、令和３・４年度の建設業者等級格付については、各業種ごとの総合評点

平均点の上昇や発注工事量を加味して、次のとおり決定する。

（１）土木工事業 １，２６８業者

※前回登録業者数 １，３３１業者（△６３業者：△４．７％）

等 級 業者数 構成比(％) 前回との比較 点 数

特Ａ ７３ ５．７ ３ １１６１以上

Ａ ３１９ ２５．２ △ ２４ ９３５～１１６０

Ｂ １７２ １３．６ △ １４ ８７１～ ９３４

Ｃ ３１８ ２５．１ △ １３ ７４３～ ８７０

Ｄ ３８６ ３０．４ △ １５ ７４２以下

合 計 １，２６８ １００．０ △ ６３

２）建築工事業 ６８２業者

※前回登録業者数 ７１４業者（△３２業者：△４．５％）

等 級 業者数 構成比(％) 前回との比較 点 数

特Ａ ７２ １０．６ ０ １１０７以上

Ａ １０９ １５．９ △ ４ ９５１～１１０６

Ｂ １３５ １９．８ ６ ８６８～ ９５０

Ｃ １２４ １８．２ △ ２５ ７８９～ ８６７

Ｄ ２４２ ３５．５ △ ９ ７８８以下

合 計 ６８２ １００．０ △ ３２

（３）電気工事業 ４７８業者

※前回登録業者数 ４８９業者（△１１業者：△２．２％）

等 級 業者数 構成比(％) 前回との比較 点 数

Ａ ２０５ ４２．９ △ ６ ８０７以上

Ｂ １７４ ３６．４ △ ９ ６６６～ ８０６

Ｃ 9 9 ２０．７ ４ ６６５以下

合 計 ４７８ １００．０ △ １１



（４）管工事業 ５５３業者

※前回登録業者数 ５６７業者（△１４業者：△２．５％）

等 級 業者数 構成比(％) 前回との比較 点 数

Ａ ２１４ ３８．７ ２ ７８７以上

Ｂ １７７ ３２．０ △ １５ ７２９～ ７８６

Ｃ １６２ ２９．３ △ １ ７２８以下

合 計 ５５３ １００．０ △ １４

（５）ほ装工事業 ２９７業者

※前回登録業者数 ２９６業者（１業者：０．３％）

等 級 業者数 構成比(％) 前回との比較 点 数

Ａ １９９ ６７．０ △ ６ ７５１以上

Ｂ ９８ ３３．０ ７ ７５０以下

合 計 ２９７ １００．０ １


